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私立大学図書館協会 ２０１０年度西地区部会総会 議事録 

 

開催日時 ２０１０（平成２２）年６月１８日（金）１０時００分～１６時３０分 

開催場所 九州共立大学 自由ケ丘会館 ４階 多目的ホール 

 

事務連絡 

開会に先立ち当番校 九州共立大学附属図書館（古賀進）から会場の案内及び協賛企業の

展示場所の説明があった。 

 

開会のことば  当番校   九州共立大学  業務課長  古賀  進 

開会の挨拶   当番校   九州共立大学  図書館長  森川  壽人 

歓迎の挨拶   当番校   九州共立大学  学  長  福原  弘之 

挨拶      部会長校  同志社大学   図書館長  百合野 正博 

挨拶      会長校   関西大学    図書館長  北川  勝彦 

 

配付資料確認 

当番校 九州共立大学附属図書館（古賀進）から配付資料の確認とスケジュールの説明が

あった。 

 

資料訂正 

総会資料（４７頁） １３行目 ２００９年 → ２０１０年 

 

議長選出 

九州共立大学附属図書館長 森川壽人を選出した。 

 

役員校紹介 

部会長校 同志社大学図書館（上田裕保）から次のとおり紹介があった。 

役員校（２０１０年度） 

会長校             関西大学 

東海地区理事校         名古屋外国語大学・名古屋学芸大学 

東海地区研究会幹事校      中京大学 

京都地区理事校         京都女子大学 

京都地区研究会幹事校      金沢星稜大学 

阪神地区理事校         関西外国語大学 

阪神地区研究会幹事校      大阪成蹊大学 

中国・四国地区理事校      ノートルダム清心女子大学 

中国・四国地区研究会幹事校   比治山大学 

九州地区理事校         九州産業大学 

九州地区研究会幹事校      志學館大学 

監事校             大阪学院大学 

部会長校            同志社大学 

新規加盟予定校紹介（２０１０年度予定：６月１８日現在） 

京都地区     びわこ学院大学     ２０１０年５月１９日受理 

中国・四国地区  宇部フロンティア大学  ２０１０年５月２０日受理 
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部会成立宣言 

議長（森川壽人）から加盟校２６１校中、出席校７０校、欠席校１９１校、内委任状提出

校１８４校、出席校と委任状提出校の合計が２５４校となり、本協会会則第２４条に則り、

部会総会の成立を宣言した。 

 

報告事項 

１．西地区部会会務報告 

部会長校 同志社大学図書館（上田裕保）から「総会資料」３～７頁により報告があ

った。 

２．各地区協議会および各地区研究会報告 

部会長校 同志社大学図書館（上田裕保）から「総会資料｣７～２３頁により報告があ

った。 

３．私立大学図書館協会会務報告 

私立大学図書館協会会務報告、協会関係事項および協会関連事項について、会長校 関

西大学図書館（金東瀅）から｢総会資料｣２４～４１頁により報告があった。 

 

協議事項 

１．２００９年度西地区部会決算報告（案）および監査報告について 

２００９年度決算報告（案）について、部会長校 同志社大学図書館（上田裕保）か

ら｢総会資料｣４２頁により報告があり、監事校 大阪学院大学図書館（中村保夫）から

監査報告があった。 

以上についての質問はなく、２００９年度決算報告（案）および同監査報告は承認さ

れた。 

２．２０１０年度西地区部会事業計画（案）について 

２０１０年度事業計画（案）について、部会長校 同志社大学図書館（上田裕保）か

ら｢総会資料｣４４頁により提案があった。 

引き続いて、２０１０年度西地区部会研究会開催次第（案）について、研究会当番校 

金城学院大学（鈴木卓美）から「総会資料」４４頁により提案があった。 

以上の提案に対して、次の質疑応答があった。 

九州女子大学（高橋昇図書館長） 

・研究会の発表者と本協会加盟図書館員の情報交換の場が必要である。 

・次年度の事業計画（案）に研究発表の動画公開を挙げてはどうか。 

部会長校 同志社大学図書館（上田裕保） 

・本年度第１回常任幹事会および協会ホームページ委員会で、加盟図書館員の情報交換の場とし 

た電子掲示板の運用が検討されている。私立大学図書館協会総会において、事業計画（案）が 

承認されればご活用いただきたい。 

・研究発表の動画公開は、ご意見として伺う。 

聖マリア学院大学（鷲尾昌一図書館長代理） 

・研究発表の動画公開は、発表者や参加者の自由な発言を妨げないか。 

部会長校 同志社大学図書館（上田裕保） 

・各地区理事校・役員校は、発表者の選出に腐心しつつ尽力されている。発表者が事前公開のレ 

ジュメ作成、発表準備、協会報原稿執筆等に多少の負担を感じておられるのかもしれない。 

以上について審議の上、２０１０年度事業計画（案）は承認された。 
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３．２０１０年度西地区部会予算（案）について 

２０１０年度予算（案）について、部会長校 同志社大学図書館（上田裕保）から｢総

会資料｣４５頁により説明があった。 

以上についての質問はなく、２０１０年度予算（案）は承認された。 

 

資料訂正追加 

総会資料（４５頁）  １行目    ２． → ３． 

 

承合事項 

なし 

 

確認事項 

部会長校 同志社大学図書館（上田裕保）から、｢総会資料｣４６頁の確認事項について

下記のとおり紹介があり、確認した。 

 

１．２０１０・２０１１年度西地区部会役員校について 

１）２０１０年度役員校 

部会長校          同志社大学 

東海地区理事校       名古屋外国語大学・名古屋学芸大学 

京都地区理事校       京都女子大学 

阪神地区理事校       関西外国語大学 

中国・四国地区理事校    ノートルダム清心女子大学 

九州地区理事校       九州産業大学 

西地区部会監事校      大阪学院大学 

東海地区研究会幹事校    中京大学 

京都地区研究会幹事校    金沢星稜大学 

阪神地区研究会幹事校    大阪成蹊大学 

中国・四協議会研究会幹事校 比治山大学 

九州地区協議会幹事校    志學館大学 

２）２０１１年度役員校 

部会長校          広島修道大学 

東海地区理事校       中京大学 

京都地区理事校       奈良大学 

阪神地区理事校       桃山学院大学 

中国・四国地区理事校    広島工業大学 

九州地区理事校       熊本学園大学 

監事校           関西大学 

東海地区研究会幹事校    中部大学 

京都地区研究会幹事校    金沢工業大学 

阪神地区研究会幹事校    大阪女学院大学 

中国・四国地区幹事校    川崎医療福祉大学 

九州地区研究会幹事校    九州女子大学 
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２．２０１０・２０１１年度西地区部会当番校について 

１）２０１０年度 

西地区部会総会        九州共立大学（九州地区） 

西地区部会研究会       金城学院大学（東海地区） 

２）２０１１年度 

西地区部会総会        倉敷芸術科学大学（中国・四国地区） 

西地区部会研究会       甲单大学（阪神地区） 

なお、２０１７・２０１８年度の会長校候補に東海地区から名城大学が選出されている

こと、２０１２年度から２０１４年度までの役員校・当番校の就任予定について、「総会

資料」４８～４９頁により紹介があり、確認された。 

３．２０１０年度事業計画(案)における研究助成および研修補助について 

会長校 関西大学図書館（金東瀅）から別紙資料により海外図書館事情調査および海

外認定研修の事業内容の説明があり、私立大学図書館協会総会に事業計画（案）として

上程を予定していることが紹介され、確認された。 

４．西地区部会関連行事日程について 

部会長校 同志社大学図書館（上田裕保）から｢総会資料｣４７頁により２０１０年度

西地区関連行事日程について紹介があり、確認された。 

 

なお、２０１０年度西地区部会研究会当番校 金城学院大学（鈴木卓美）、２０１１年度西

地区部会総会当番校 倉敷芸術科学大学図書館長（時任英人）から挨拶があった。 

 

その他 

なし 

 

閉会の挨拶   当番校 九州共立大学  図書館長  森川 壽人 

閉会のことば  当番校 九州共立大学  業務課長  古賀 進 

 

館長懇話会 １２：００～１３：００ 

会 場   九州共立大学 深耕館 ７階 会議室 

テーマ   「私立大学を取り巻く環境の変化に対応する大学図書館のあり方」 

 

昼食・図書館見学 １２：００～１３：００ 

 

講 演 １３：００～１４：３０ 

会 場 九州共立大学 自由ケ丘会館 ４階 多目的ホール 

テーマ 「火野葦平と松本清張」 

講演者 北九州市立文学館 館長 佐木 隆三 氏 

 

移 動 １４：４０～１５：２０（九州共立大学→北九州市立文学館：バス３台） 

見 学 １５：３０～１６：３０ 北九州市立文学館 （北九州市立文学館にて自由解散） 

移 動 １６：４０～１６：５０（北九州市立文学館→ＪＲ小倉駅：バス２台） 

 

以上 


